
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 

 病院長より新年度のご挨拶 

  

ＪＲ広島病院だより 

春春号号  

■2024年 4 月 第 25号 発行 

ホームページに当院年報を掲出しています。 

 

常日頃よりのご厚情に感謝申し上げます。 

この度、JR 広島病院だより「ふたば」春号の発行いたしましたので一言ご挨拶させてい

ただきます。何はさておき、元旦の能登半島地震、正月２日の羽田空港での飛行機事故と

立て続けに想定外の出来事で明けた 2024 年ですが、被災された方々に対して心よりお悔

やみとお見舞いを申し上げますとともに、被災地の復旧復興が１日も早く進みますことを

祈念いたします。 

さて、JR広島病院では 2024年４月から新たに理事・病院長補佐１名（峠 誠司）と副院長２名（越智 誠、 

野村秀一）、診療部長４名（寺川宏樹、橋本邦宏、峠岡康幸、田中信弘）ならびに臨床研修部長１名（中山宏文）

を任命して、ガバナンスを強化するとともに当院が直面する諸課題に全力で取り組む体制を整えました。いずれ

も各診療領域における卓越したスキルと豊かな臨床経験の持ち主であり、地域社会から求められる当院の使命を

果たすに十分な力量を有しておりますのでご期待いただきたいと存じます。 

当院は「優しさと誠実な医療で更なる地域貢献をめざします」との理念を掲げて、１）良質で安全な医療、２）

患者さんと共に築く医療、３）健全な運営による医療の提供、を社会にお約束しています。そのために、前述の

幹部職員を諸課題に対する現場リーダーとして具体的な行動目標を分担し対策に取り組んでいます。刷新した体

制のもとに本院の運営をさらに健全なものにするとともに、本誌をお読みいただく皆さまや近隣にお住まいの皆

さまからのご要望に真摯に耳を傾け、皆さまとともに力を合わせて良質な医療を提供してまいりたいと考えてお

ります。2025 年には地方独立行政法人化が控え、2030 年には複数の関係医療機関が統合されて新病院として新

たなスタートを切る予定ですが、あるべき医療の提供の精神は何ら揺らぐものではございません。 

今後ともご支援ならびにご協力のほどよろしくお願いいたします。なお、本巻号では今春新たに着任したメン

バーも紹介させていただきますので、当院ともども重ねて宜しくお願いいたします。 

                            

ＪＲ広島病院 病院長 田妻 進 



                

  

                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

消化器内科　主任部長・内視鏡センター主任部長　平本 智樹（ひらもと ともき）　1991年卒

　専門は消化管（食道・胃・小腸・大腸）で、内視鏡診断・治療を中心に行っています。前任地の県立
広島病院では、炎症性腸疾患や小腸カプセル内視鏡検査にも力を入れてきました。安全で低侵襲な内視
鏡検査・治療の提供を目指しています。迅速かつ丁寧な診療に心がけ、地域医療に貢献できるように努
めてまいります。よろしくお願いいたします。

消化器内科　部長・内視鏡センター副センター長　小道 大輔（こみち だいすけ）　1997年卒

　2024年4月に当院赴任するまで、前任の施設で14年間、胆道・膵臓疾患を専門に診療してきました。無
症状のことも多い膵嚢胞、胆嚢ポリープ、胆道結石等に関して分かりやすく説明し、精査内視鏡検査・
治療等を行わせていただく所存です。また、胆道・膵臓癌診療に関しても、高次医療施設と連携し、治
療提案をさせていただきたいと思います。

消化器内科　医師　小川 拓志（おがわ たくし）　2021年卒

　一人ひとりの患者さんに寄り添い様々なお悩みに対応できるよう努めてまいります。

呼吸器内科　部長  井原 大輔（いはら だいすけ）　2003年卒

　幅広い呼吸器疾患に適切に対応し、地域医療に貢献したいと思います。呼吸器でお困りのことがあれ
ば、ご相談ください。

リウマチ・膠原病内科　医長　渡辺 裕文（わたなべ ひろふみ）　2012年卒

　関節リウマチや膠原病の専門的な医療を提供します。発熱や関節の痛みなどの症状の患者さんの診察
をさせていただきます。地域の皆様に貢献できるように努めてまいります。

リウマチ・膠原病内科　医師　安藤 邦彦（あんどう くにひこ）　2019年卒

　関節リウマチや膠原病疾患を中心に、一人ひとりの患者さんに最善な医療を提供できるよう努めてま
いります。わかりやすい説明を心がけておりますので、ご不明な点がございましたらご相談ください。
よろしくお願いいたします。

外科・消化器外科・甲状腺外科　部長　太田 浩志（おおた ひろし）　2009年卒

　上部消化管外科、特に胃癌の集学的治療(手術、化学療法、放射線治療、緩和医療)を専門にしていま
す。根治性だけでなく、QOL(生活の質)やその後の生活についても患者さんと共に考えながら胃癌の治療
に取り組んでいきます。

外科・消化器外科・甲状腺外科　医長　松原 啓壮（まつばら けいそう）　2012年卒

　大腸、ヘルニア、一般外科を中心に治療を行っています。幼少期から慣れ親しんだ病院で治療するこ
とを嬉しく感じております。患者さん一人ひとりの人生に寄り添った医療を心懸けています。

外科・消化器外科・甲状腺外科　医長　中川 正崇（なかがわ まさたか）　2018年卒

　日々、鍛錬を積みつつ、患者さんへの安全を第一に考え、診療にあたります。地域医療に貢献すべく
務めてまいります。よろしくお願いします。

泌尿器科　部長　上田 晃嗣（うえだ こうじ）　2008年卒

　患者様に寄り添った馴染み易い診療を心がけていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
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在在職職中中ははおお世世話話ににななりりままししたた。。  

新任医師のご紹介 

  

退任医師のご紹介 

  

  

副院長 三重野　寛 消化器内科主任部長 吉田　成人

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科主任部長 小林　孝明 循環器内科部長 内村　祐子

外科部長 志々田将幸 呼吸器内科医長 山田　貴弘

外科医長 豊島　幸憲 外科医長 築家　恵美

ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科医長 大本　卓司 泌尿器科医長 岡崎　真衣

泌尿器科医師 河野　浩之 耳鼻咽喉科医師 廣兼　桜



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早期治癒に向けた適切な治療を、確実に進めていきます。 

今回は「水野皮ふ科」理事長の水野寛先生にお話を伺いました。 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499 

 
 

 

連携医療機関のご紹介 

常勤医師２名の体制で皮膚疾患全般を対象としており、広島市東区唯一の病院皮

膚科として、広島大学病院など他の病院・診療所との連携も密に行っています。 

皮膚疾患に対しては、的確な診断、適切な治療を確実に行うことを心がけており

ます。詳細な問診や血液検査などを参考にしつつ、患者さんの生活習慣や環境を考

え、生活指導を行うようにしています。点滴治療を必要とする急性感染症は、入院

を原則としてすみやかな改善に努めております。入院症例は蜂窩織炎や帯状疱疹、

アトピー性皮膚炎の急性増悪、重症薬疹、褥瘡感染などです。 

また、粉瘤や脂肪腫などの良性腫瘍から基底細胞癌や有棘細胞癌などの悪性腫瘍

まで、画像検査や皮膚生検を組み合わせて診断し、手術を行っています。大きい腫

瘍や全層植皮術、高齢の方は入院で手術を行います。 

昨今、生物学的製剤の登場で重症の乾癬やアトピー性皮膚炎、慢性特発性蕁麻疹

など慢性で難治な皮膚疾患も著明な改善がみられ、患者さんの QOL が上がる症例が

多くあります。当院では従来の治療から最新の生物学的製剤を使用する治療まで幅

広く行っておりますので、難治な皮膚疾患、手術・入院が必要な症例がありました

ら、いつでもご紹介いただけますと幸いです。 

水野皮ふ科（広島市東区） 

水野皮ふ科   理事長：水野 寛 

診療科紹介 皮膚科 

編集責任者 上西 啓之 

3. 

住所：〒732-0053 広島市東区若草町 11-1-101 ザ・広島タワー 1F               電話：082-263-6775                     

「クリニックの特徴」 

皮膚科主任部長 森岡 理恵子  もりおか りえこ 

クリニックの特徴 

 当院は父、勝が 1975年に光町に開業したのが始まりです。2010 年に私が勤務医

をやめ、父と一緒に診療するようになりました。その際診察室が手狭となり、若草

町の現在の場所に移転し、診察室を２つ作り、２診体制で診療を行っております。 

１診は毎日私が担当し、２診は父と皮膚科医の私の妻が午前と午後を交代で担当し

ています。 

診療で大切にしていること 

 患者さんの訴えをよく聞き、皮膚の症状を見極め、的確な診断と患者さんへの細

かな説明を行い、患者さんの不安な気持ちが解消されるよう心がけています。皮膚

の疾患を最初に気づくのは、ほとんどの場合患者さん本人であることが多いと思い

ます。ほんのわずかな症状でも安心して受診してもらえる雰囲気を持たせるよう患

者さんに接しています。 

JR広島病院期待すること 

 難治な皮膚疾患、重症感染症、良性および悪性皮膚腫瘍の症例など多岐にわたり当院で対応困難な症例を多く紹

介させていただいています。東区内で唯一の皮膚科で入院できる施設として、引き続き緊密な病診連携の程よろし

くお願い申し上げます。 

 



 


